
 

 

 

 
 
 
 

校長 冨田 敬一 

 

新年
しんねん

明
あ

けましておめでとうございます。令和
れ い わ

３年
ねん

とともにスタートした３学期
が っ き

は短
みじか

い期間
き か ん

ですが、一年
いちねん

の締
し

めくくりであるとともに、次
じ

年度
ね ん ど

への橋渡
はしわた

しとなる大切
たいせつ

な学期です。３年生
ねんせい

は、人生
じんせい

最初
さいしょ

の岐路
き ろ

に立
た

って、自分
じ ぶ ん

の進路
し ん ろ

を決
き

める大切なときです。２年生は、生徒会
せいとかい

をはじめとする様々
さまざま

な活動
かつどう

で、３年生からバトンを引
ひ

き継
つ

ぎ、リーダーシップを発揮
は っ き

することが求
もと

められます。１年生は、３か月後
げ つ ご

には新入生
しんにゅうせい

を迎
むか

え、先輩
せんぱい

と呼
よ

ばれ

る立場
た ち ば

になります。皆
みな

さんには、４月
がつ

から始
はじ

まる次
つぎ

のステージで大
おお

きく飛躍
ひ や く

するための助走
じょそう

となるよう、３学

期の学校
がっこう

生活
せいかつ

を充実
じゅうじつ

させほしいと思
おも

います。 

さて、皆さんは、「一年の計
けい

は元旦
がんたん

にあり」ということわざを知
し

っていますか。このことわざは、たった一代
いちだい

で、小豪族
しょうごうぞく

から中国
ちゅうごく

地方
ち ほ う

を支配する戦国
せんごく

大名
だいみょう

に上
のぼ

り詰
つ

めた毛利元就
もうりもとなり

が、自分
じ ぶ ん

の息子
む す こ

に書
か

き残
のこ

した手紙
て が み

の一文
いちぶん

に由来
ゆ ら い

する、という説
せつ

があります。彼
かれ

はその一文で、「一年の計は春
はる

にあり 一月
ひとつき

の計は 朔
ついたち

にあり 一日
いちにち

の

計は鶏鳴
けいめい

にあり」と述
の

べています。その意味
い み

は、「一年の計画
けいかく

は年
とし

の初
はじ

めに、一か月の計画は月の初めに、一

日の計画は明け方
がた

に、それぞれ立
た

てるべきである。」というもので、「どんなことでも、やり遂
と

げるためにはき

ちんと計画を立ててから始
はじ

めなさい。」という戒
いまし

めが込
こ

められています。何事
なにごと

にも“出
で

たとこ勝負
しょうぶ

”や“行
い

き

当
あ

たりばったり”では、ライバルに遅
おく

れをとって生
い

き延
の

びることができなかった、戦国
せんごく

武将
ぶしょう

の厳
きび

しさを表
あらわ

し

た言葉
こ と ば

です。しかし、これは戦国
せんごく

時代
じ だ い

に限
かぎ

らず、いつの時代にも通
つう

ずる大切
たいせつ

な心得
こころえ

であると思います。 

ところで、新年を迎え、皆さんはこの一年や３学期の目標
もくひょう

や計画を立てたでしょうか。まだだという人
ひと

は

もとより、既
すで

に立てたという人も、目標
もくひょう

実現
じつげん

のために、次
つぎ

の４点
てん

に気
き

をつけて、一度
い ち ど

試
ため

してみてください。 

① 「・・・をする」とか、「・・・ができるようになる」といった肯定的
こうていてき

で前向
ま え む

きな表現
ひょうげん

をすること

で、良
よ

いイメージを持
も

つことが大切です。 

② 目標に数字
す う じ

を入
い

れることで、より具体的
ぐたいてき

な目標のイメージを持つことができます。 

③ 計画は、何
なに

をいつまでに、どのレベルまで、どのような方法
ほうほう

で行
おこな

うのかを具体的に考
かんが

えます。計

画を立てるときには迷
まよ

わず、不安
ふ あ ん

に思わず、自分で決めます。 

④ 目標や計画
けいかく

内容
ないよう

は紙
かみ

に書
か

いて毎日
まいにち

確認
かくにん

し、より良い方法があればときには変更
へんこう

しながら、地道
じ み ち

に努力
どりょく

を積
つ

み重
かさ

ねることが大切です。 

最後
さ い ご

に、これから当分
とうぶん

の間
あいだ

一年で最
もっと

も寒
さむ

い日
ひ

が続
つづ

きます。「冬
ふゆ

来
き

たりなば、春
はる

遠
とお

からじ」という言葉

がありますが、冬の厳
きび

しい寒さの中にも、そのあとにはもう明
あか

るい希望
き ぼ う

の春が待
ま

っ

ているということです。コロナ禍
か

で引き続
つづ

き気苦労
き ぐ ろ う

も絶
た

えませんが、皆さんには、

自分の夢
ゆめ

や目標の実現に向かって今
いま

やるべきことを地道に積み重ね、寒さやコロナ

禍を乗
の

り越
こ

えて、それぞれの“希望の春”を迎えてくれることを願っています。 
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「一年の計は元旦にあり」に寄せて 



日 曜 給食

1 金
（祝）元日
年末年始休業

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水
始業式   確認テスト
ノー部活動デー

7 木 確認テスト ○

8 金 ○

9 土 三木市民駅伝大会

10 日 三木市成人式

11 月
（祝）成人の日
アンサンブルコンサート

12 火 〇

13 水
CRTテスト　　ノー部活デー
サポートタイム

〇

14 木 〇

15 金 ○

16 土

17 日

18 月 全校朝会　　想いやり清掃 〇

19 火 ○

20 水 ノー部活デー　　サポートタイム ○

21 木 カウンセリングウィーク ○

22 金 ○

23 土 　制服・体操服採寸 10:00

24 日

25 月 〇

26 火 ○

27 水 　ノー部活デー　　サポートタイム ○

28 木 生徒会専門委員会 ○

29 金 新入生入学説明会 ○

30 土

31 日

学 校 行 事

 

 

第７５期生徒会が決まりました 
 

昨年の１２月２５日（金）２学期終業式の中で、第７４期生徒会

を代表して生徒会長の山口さんから退任の挨拶、第７５期新生徒会

を代表して新生徒会長の岩谷さんから就任の挨拶をしてもらいま

した。本来ならば、生徒会の役員のみなさんが全校生の前で退任式

及び新しい生徒会の認証式を行うところですが、今年度はコロナウ

イルス感染症予防のため、放送で行いました。例年とは異なる式に

なりましたが、第７４期生徒会の人は、行事や日頃の専門委員会活

動を先頭に立って、引っ張ってくれました。１年間、本当にありが

とうございました。 

新生徒会のみなさんは、この１月から先輩の役員のみなさんから

引き継いで活動をしてもらいます。まだまだ、コロナウイルス感染

症の拡大が続いていますが、どうか１年間よろしくお願いいたしま

す。 
 

【退任及び就任の挨拶】  

《第７５期 新生徒会役員》 
 〇生徒会三役  

  生徒会長 岩谷さん 

  副会長  常深さん 八木さん 

  書 記  成瀬さん 横山さん 

 〇専門委員長・副委員長 

  学習文化 （長）西岡さん  （副）井上さん 

美化   （長）松本さん  （副）岩本さん 

保健安全 （長）前野さん  （副）大原さん 

体育   （長）丸山さん  （副）福本さん 

図書   （長）中山さん  （副）三枝さん 

広報   （長）長池さん  （副）ヤマサキさん 

厚生   （長）錦さん   （副）岩崎さん 

１月の学校行事予定 


